
「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で
深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点からの
学習・指導方法の改善の推進」事業について

三重県教育委員会事務局 高校教育課

令和元年８月５日（月）
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経緯①

「教科等の本質的な学びを踏まえたアクティブ・
ラーニングの視点からの学習・指導方法の改善の
ための実践研究」（文科省）

平成２８年度

〇 アクティブ･ラーニング型授業とは

平成２９年度

〇 「深い学び」とは
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経緯②

教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的
で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点からの
学習・指導方法の改善の推進（文科省）

平成３０年度

〇 カリキュラム・マネジメントの視点から

令和元年度

〇 ？？？

3



教科等の本質的な学びを踏まえた
主体的・対話的で深い学び

（アクティブ・ラーニング）の視点からの
学習・指導方法の改善に関する実践報告

令和元年８月５日

三重県立川越高等学校
教諭 原 健

４



学校紹介

創立３４年目

普通科 ６クラス

国際文理科 ２クラス

（平成２４年度に英語科より改編）
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今年度より５５分授業 ２学期制を導入

大学合格実績

国公立大学１１６名（H31.３）



アクティブ・ラーニング推進事業

●平成27年度 ＡＬの導入（県事業）
ＡＬに関する研修会・研究協議会の実施
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●平成28～29年度 AＬの実践
各教科における効果的なＡＬ型授業の実践
ＩＣＴ活用の推進

●平成30年度ＡＬの進化①

●令和元年度 ＡＬの進化②

６



アクティブ・ラーニング推進事業

主体的な学び

対話的な学び

深い学び
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ＡＬの視点を踏まえ
た授業の実践

事業を進めるうえ
での一番の課題

見える化



ＡＬの進化① 平成30年度

（１）目標の明確化・意識化
どのような生徒を育てたいか
川越高校生に「つけたい力」を策定
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（３）授業改善

各教科の取り組みを見える化

（２）ＩＣＴの活用

ＩＣＴ環境の整備



（１）目標の明確化・意識化
●カリキュラム・マネジメント（ＣＭ）

委員会の立ち上げ 週１回の会議
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授業改善に向けた
対話の充実



（１）目標の明確化・意識化

●ＣＭ委員会 オフサイト・ミーティング

10



（１）目標の明確化・意識化

●川越高校生に「つけたい力」の策定
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川越高校生につけたい力
☆自ら問題を見つけ、解決する力
◎知的好奇心を持ち、知識を身につける力
◎情報を収集し、分析する力
◎物事を論理的に考える力
◎傾聴・発信・協働する力



（１）目標の明確化・意識化
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８１％

（平成３１年２月実施 教員アンケートより）
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（２）ＩＣＴの活用
●ＨＲ教室に短焦点型プロジェクタを設置
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●授業実践だよりの発行
ICT機器を活用した授業実践の情報発信

（２）ＩＣＴの活用
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（３）授業改善
●個々の教員の取り組みを集約して

授業研究週間前に全教職員に配付
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16

８２％

（平成３１年２月実施 教員アンケートより）

（３）授業改善
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教科別取り組みシート 教科（数学）科目（数学Ⅰ）

●まとめとして教科別取り組みシートを作成

（３）授業改善

項目 取り組み

単
元
別
の
工
夫

１．２次関数の最大値最小値
４人１組班に１台タブレットを配布。grapesを用いてグラフを動かし、最
大値最小値がどのような変化をたどるか考察させた。

２．三角比の拡張
geogebraを用いて、動径を動かし、sin cos tanの値の変化を視覚的に
捉えさせた。

３．データ分析・図形の性質
箱ひげ図やヒストグラム、定理などは板書
せずにプロジェクターや、拡大コピーを用いる。

見える化

１７
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教科別取り組みシート 教科（数学）科目（数学Ⅰ）

●まとめとして教科別取り組みシートを作成

（３）授業改善

項目 取り組み

授
業
の
工
夫

１．一斉講義型
例題を板書で説明。その後練習問題を生徒にやらせて解説（グループ
で練習問題をやらせる場合あり）教材は教科書とノートかプリント

２．プロジェクター利用型
本時の内容と説明（１０～１５分）
その後グループ別問題演習（３０分～３５分）
本時のまとめ（５分）

３．問題演習型
初めから４人１組のグループでプリント１枚
問題演習 解答はプリントで配布

全職員で
情報共有

１８



ＡＬの進化② 令和元年度
（１）教科横断型の

学習・指導方
法の実践研究
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（３）総合的な探究

の時間の実践

研究

（２）多様な評価の

実践研究



①「つけたい力」を元に共通の指導案
と授業評価票を作成
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（１）教科横断型の
学習・指導方法の実践研究

②各教科の学習内容をどのように関連

付けて学びを深めるかという視点で

授業研究

推進組織：ＣＭ委員会



（２）多様な評価の実践研究

①定期考査等において思考力・判断力

・表現力の各スキルの指標となる

問題を各教科で作成
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②各教科の見方・考え方や「つけたい

力」の評価を元に、学習・指導計画

を改訂

推進組織：学習指導委員会



（３）総合的な探究の時間
の実践研究

①SDGｓ（持続可能な開発目標）を
テーマに実施する探究活動の研究
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推進組織：探究プロジェクト

②探究活動を通して「つけたい力」を

育む一連の流れを整理し、本校オリ

ジナルの探究プログラムを開発



アクティブ・ラーニング推進事業
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深い学びの
実現に向けて

主体的

対話的

深い

学び



Belief is Power
～信じる力がわたしを変える～

三重県立紀南高等学校 校長 森 典英

「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話
的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点
からの学習・指導方法の改善の推進」実践研究

令和元年８月５日（月）
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学校紹介 県内最初のコミュニティ・スクール

◆ 本格的なインターンシップ

◆ 地域と連携した教育活動

◆ 充実した学習支援・適応支援

普通科 １年次 ２年次 ３年次

生徒数 ６３ ７８ ９３
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本校の課題① 「みえ高校基礎学力スタンダード」より
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本校の課題② 国語科を例として

◆ ３年間で育成すべき言語に関する能力を意識していな

かった。

◆ そのため、特に「話す・聞く能力」「書く能力」と

いった一部の能力の育成が不十分となった。

◆ 言語に関する能力を測定する方法がペーパーテストに

依存し、学習評価の妥当性・信頼性が低かった。

他教科でも課題は同じ
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取組① 教務部を中心とした推進チームの取組

◆ 授業力交流研修や先進校視察等の実施

◆ ３年間の教育活動育成すべき資質・能力の策定

自らの人生を切り拓いて地域社会の担い手として

活躍するために必要なコミュニケーション能力

紀南スタ
ンダード

国語科・数学科・英語科において、各教科の「見方・
考え方」に基づいた、育成すべき資質・能力を策定
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取組② 「紀南スタンダード」の育成を目指して

Ｃ

Ｐ

Ａ Ｄ学習到達目標

Ｐ

Ｃ

ＡＤ 学習到達目標

ＩＣＴの効果
的活用

主体的・対話的
で深い学び

各研究教科で目指す資質・能力の育成

授業のＵＤ化

教 科 教 科
教科間での
知識・技能
の共有

評価
手法

主体的・対話的
で深い学び

評価手
法
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取組の分析① 学校全体

◆ 教員の授業改善に向けた意識の向上

◆ 「学校満足度調査」（県教育委員会調査）における、

生徒が主体的に学習に取り組む態度の育成に係る項目

の割合の上昇（Ｈ30年10月実施）

⚫ 「めあて」や「見通し」の提示、「振り返り」活動は、
全授業でほぼ１００％

⚫ ＩＣＴを効果的に活用した学習・指導方法の研究や、授
業実践を行う教員の増加

３０



取組の分析② 国語科

◆ みえ高校基礎学力スタンダード

◆ 生徒変容アンケート

⚫ 合計得点で、約２点（２５点満点）上昇

⚫ 特に、「話し合いにおける役割」や「発表原稿」に関する

設問等において、正答率が上昇

⚫ １年次生の約７４％が、程度の違いはあっても、１学期終

了時と比べて能力が身についたことを実感

３１



取組の分析③ 数学科・英語科

◆ 数学科：基礎学力の定着と向上

◆ 英語科：「ＣＡＮ－ＤＯ」リストの改訂

⚫ 教育ボランティアによる採点や、生徒への励まし

⚫ 学びに向かう態度の育成や自己肯定感の醸成

⚫ 「ＣＡＮ－ＤＯ」を実態に即した内容へ改訂

⚫ 目標に準拠した指導計画や、授業改善の充実

３２



取組の分析④ 各研究教科の課題

◆ 国語科：学習到達目標の妥当性・信頼性の検証と、目

標に到達できなかった生徒への対応

◆ 数学科：基礎学力が十分でない生徒が多い中での、学

習到達目標の設定や学習・指導の難しさ

◆ 英語科：学習到達目標の妥当性・信頼性の検証と、目

標に到達できなかった生徒への対応

３３



今年度の方向性 各研究教科全体

◆ 「主体的・対話的で深い学び」の授業力の向上

◆ 学期ごとの学習到達目標（英語科は「ＣＡＮ－ＤＯ」

リスト）の設定と検証

◆ 学習到達目標の達成度を測定するためのスタンダード

問題の作成

◆ 「生徒変容アンケート」による自己肯定感の把握

３４



ご清聴ありがとうございました。

三重県立紀南高等学校

Belief is Power ～信じる力がわたしを変える～

３５


